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令和４年度病害虫発生予察 注意報第１号 
 

今後多発生が予想される水稲の斑点米カメムシ類の発生時期や発生量、防除上の注意 

事項について掲載します。 

 

１ 注意報の内容 

病 害 虫 名：斑点米カメムシ類 

（アカスジカスミカメ、アカヒゲホソミドリカスミカメ、 

クモヘリカメムシ、シラホシカメムシ類など） 

対 象 地 域：県内全域 

水田侵入時期：７月中旬以降 

発  生  量：多 

２  注意報発表の根拠 

(1) 雑草地における斑点米カメムシ類の発生は、20回すくい取り調査による成虫数が 9.1頭（平

年値：7.4頭）で平年の 1.2倍多い。 

(2) 特に、飛翔性のアカヒゲホソミドリカスミカメは成虫数が 4.7頭（平年値：1.8頭）で平年

の 2.6倍多い。 

(3) １か月の気象予報（令和４年６月３０日付、新潟地方気象台発表）によると、７月の気温は

高いと予想されており、今後、斑点米カメムシ類の増殖・活動が活発になると推測される。 

３ 防除上の注意事項 

出穂７～１０日後と１４～１７日後の２回の防除を徹底する。 

 

※病害虫防除の実施に当たっては、最新の農薬使用基準を確認し、遵守する。  


